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『
長
好
師
家
集
』
お
よ
び
紙
背
文
書
に
つ
い
て 

                                                   

大
谷 

俊
太
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
） 

  

本
館
所
蔵
の
貴
重
書
『
長
好
師
家
集
』
を
紹
介
す
る
。
本
書
は
江
戸
時
代
初
期
の
歌
人
、
望
月
長
孝
自

筆
の
私
家
集
で
あ
る
。
望
月
長
孝
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
生
ま
れ
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
没
、

享
年
六
十
三
歳
。
四
郎
右
衛
門
、
重
公
、
兼
友
、
長
好
と
名
乗
る
。
長
孝
は
最
晩
年
の
名
称
。
明
暦
四
年
、

四
十
歳
の
時
、
剃
髪
。
法
号
、
道
空
。
洛
西
嵯
峨
野
広
沢
池
畔
に
庵
、
小
狭
野
屋
を
結
ぶ
。
十
三
歳
の
時

か
ら
和
歌
を
松
永
貞
徳
に
学
び
、
飛
鳥
井
雅
章
・
雅
直
父
子
ら
と
も
交
わ
る
。
貞
徳
門
の
和
田
以
悦
と
と

も
に
貞
徳
歌
学
を
継
承
し
、
の
ち
の
平
間
長
雅
・
有
賀
長
伯
と
続
く
地
下
歌
学
の
有
力
な
一
派
の
系
譜
に

名
を
連
ね
る
。
ま
た
、
松
江
重
頼
ら
と
交
わ
り
俳
諧
に
も
遊
び
、
鹿
苑
寺
鳳
林
承
章
の
も
と
に
出
入
り
も

し
た
。 

 

『
長
好
師
家
集
』
は
写
本
で
十
八
巻
十
冊
。
大
本
（
縦28.5
糎
・
横21.2

糎
、
た
だ
し
、
冊
に
よ
り
数

ミ
リ
の
違
い
は
あ
る
）
、
四
つ
目
袋
綴
。
香
色
紙
表
紙
。
後
背
装
。
全
十
冊
の
う
ち
、
丁
数
の
多
い
五
冊

は
、
紙
の
右
端
で
仮
綴
し
、
そ
の
右
に
四
角
柱
の
板
を
宛
て
て
背
面
部
分
と
す
る
と
い
う
特
殊
な
製
本
を

行
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
本
の
喉
の
部
分
が
綴
じ
る
こ
と
に
よ
り
見
え
な
く
な
る
こ
と
を
懼
れ
て
、
右

端
に
四
角
柱
を
副
え
後
背
装
に
し
て
体
裁
を
整
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
題
は
左
肩
に
楮
紙
の
題
箋
に

墨
書
で
「
長
好
師
家
集 

一
二
」
（
第
一
冊
、
但
し
剥
落
部
分
多
し
）
。
表
紙
・
外
題
箋
と
も
後
装
。
料

紙
は
楮
紙
だ
が
、
た
ま
に
斐
楮
交
漉
き
料
紙
や
小
豆
色
楮
紙
料
紙
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
冊
の
第
一
丁

も
し
く
は
第
二
丁
表
右
上
や
見
返
し
左
上
に
「
住
友
氏
蔵
」
の
朱
の
方
印
を
捺
す
。
即
ち
本
書
は
明
治
四

十
年
（
一
九
〇
七
）
に
本
館
に
寄
贈
さ
れ
た
住
友
家
旧
蔵
書
中
の
一
冊
で
、
「
住
友
氏
蔵
」
の
蔵
書
印
か

ら
も
と
住
友
本
店
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
知
れ
る
。
（
中
之
島
図
書
館
百
周
年
記
念
展
示
図
録
「
住
友
春
翠

か
ら
の
贈
り
物
」
二
〇
〇
四
年
六
月
〜
七
月
）
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
住
友
家
の
三
代
、
住
友
新
右
衛
門
友

信
は
長
孝
の
歌
道
の
門
弟
で
あ
っ
た
。
本
書
に
も
、
た
と
え
ば
、 

 

（
延
宝
七
年
）
正
月
廾
六
日
、
友
信
丈
新
宅
興
行
会 

 

兼 

梅
始
開 

鶯
も
百
よ
ろ
こ
び
の
こ
ゑ
そ
へ
て
宿
し
め
そ
む
る
梅
の
初
花 

 

当 

岑
樹
霞 

朝
日
影
い
ざ
よ
ふ
岑
に
薄
く
こ
く
霞
も
果
ぬ
松
の
む
ら
だ
ち 

 
 

同
廾
八
日
、
友
信
興
行
、
兼
題
同
前 

 
 
 

春
山 

当
座 
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山
桜
今
か
よ
し
の
ゝ
春
な
ら
し
さ
け
る
さ
か
ざ
る
か
つ
ち
る
も
み
ゆ 

な
ど
と
友
信
主
催
の
歌
会
で
の
歌
が
収
載
さ
れ
る
。
本
館
に
は
本
書
の
他
に
も
、
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞

書
』
な
ど
長
孝
の
旧
蔵
書
・
伝
授
書
な
ど
長
孝
縁
り
の
資
料
が
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
日
下
幸
男
『
近
世

古
今
伝
授
史
の
研
究 

地
下
編
』
） 

 

本
書
の
外
題
「
長
好
師
家
集
」
は
、
「
師
」
と
あ
る
の
で
、
も
と
よ
り
後
に
付
さ
れ
た
書
名
で
あ
る
が
、

内
題
に
は
「
塵
壺 

前
後
不
同
」
（
第
一
冊
か
ら
第
七
冊
）
「
塵
泥
」
（
第
八
冊
か
ら
第
十
三
冊
・
第
十

五
冊
か
ら
第
十
七
冊
）
「
麓
塵
」
（
第
十
四
冊
）
「
稽
古
」
（
第
十
八
冊
）
と
あ
り
、
自
ら
の
和
歌
を
「
塵
」

と
謙
遜
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
長
孝
自
身
の
命
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
長
孝
自
筆
の
自
撰

家
集
で
あ
り
、
上
述
の
よ
う
な
特
殊
な
製
本
が
施
さ
れ
た
の
も
、
本
書
の
内
容
・
外
形
を
尊
重
し
損
な
う

こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
伝
え
よ
う
と
し
た
後
人
の
所
為
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
本
書
の
確
か
な
伝
来

と
貴
重
さ
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
夙
に
本
紀
要
の
一
三
〜
一
五
号
（
一
九
七
七
年
〜
一
九

七
九
年
）
に
、
多
治
比
郁
夫
氏
ほ
か
の
方
々
に
よ
っ
て
、
巻
五
ま
で
の
前
半
の
翻
刻
紹
介
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。 

 

最
後
の
十
八
巻
は
「
定
家
卿
出
題
百
首
和
歌
」
の
草
稿
の
書
付
で
あ
り
、
こ
れ
を
別
に
す
る
と
、
本
書

の
編
纂
方
針
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
第
一
・
二
冊
は
、
承
応
二
年
ま
で
の
詠
歌
を
部
類
し
て
排
列

す
る
。
第
三
冊
目
は
、
承
応
二
年
ま
で
の
定
数
歌
な
ど
が
置
か
れ
た
後
、
承
応
三
年
か
ら
明
暦
三
年
の
詠

歌
が
部
類
分
け
し
て
並
べ
ら
れ
第
五
冊
目
ま
で
続
く
。
第
六
冊
目
以
降
は
、
詠
ま
れ
た
時
間
に
沿
っ
て
並

べ
ら
れ
て
い
る
。
承
応
二
年
の
時
点
で
一
度
、
ま
た
明
暦
四
年
の
時
点
で
も
う
一
度
、
そ
れ
ま
で
の
詠
草

を
整
理
し
、
お
そ
ら
く
は
自
ら
の
家
集
を
ま
と
め
る
た
め
の
下
準
備
と
し
、
明
暦
四
年
以
後
は
日
付
順
に

書
き
継
い
で
行
っ
て
現
在
の
形
を
と
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
承
応
二
年
十
一
月

十
五
日
に
は
師
の
松
永
貞
徳
が
没
し
て
お
り
、
明
暦
四
年
は
長
孝
四
十
歳
、
嵯
峨
野
広
沢
池
畔
に
隠
居
し

た
年
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
本
書
の
和
歌
の
詞
書
き
に
は
、
歌
題
の
み
な
ら
ず
、
歌
会
が
行
わ
れ
た
場
所
や
興
行
者
な
ど
が

明
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
年
次
別
排
列
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
孝
の
詠
作
活
動
の
実
際
、
ま
た
、

和
歌
を
め
ぐ
っ
て
の
長
孝
の
交
遊
の
さ
ま
が
具
体
的
に
う
か
が
え
興
味
深
い
。
し
か
し
、
そ
の
長
孝
の
交

遊
、
あ
る
い
は
ま
た
、
長
孝
の
日
常
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
資
料
群

が
、
実
は
本
書
の
中
に
あ
る
。
本
書
全
十
八
巻
、
総
計
五
百
四
丁
の
料
紙
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
長
孝
の

と
こ
ろ
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
、
詠
草
、
薬
の
包
紙
な
ど
が
再
利
用
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

以
前
か
ら
、
表
側
の
家
集
を
閲
覧
し
た
幾
た
り
も
の
研
究
者
が
紙
背
の
文
字
を
透
か
し
読
も
う
と
試
み

断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
表
側
の
家
集
を
全
巻
に
渡
り
翻
刻
す
る
作
業
に
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多
治
比
郁
夫
氏
と
従
事
す
る
中
で
、
中
之
島
図
書
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
綴
を
外
す
こ
と
で
各
丁
の
紙
背

文
書
を
つ
ぶ
さ
に
閲
覧
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

本
書
は
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
伝
来
品
で
あ
り
、
や
や
特
殊
な
装
丁
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
旦
綴
を
外
し
た
後
、
再
び
現
状
の
ま
ま
に
復
元
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し

た
。
ま
ず
、
現
状
の
詳
細
な
書
誌
的
調
査
と
写
真
撮
影
を
行
い
、
中
身
の
家
集
に
つ
い
て
も
表
側
の
す
べ

て
の
文
字
を
解
読
、
全
体
の
翻
字
原
稿
を
作
成
し
錯
簡
・
綴
違
え
の
有
無
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
表
装
・

和
本
修
復
の
専
門
家
に
本
館
へ
の
出
張
を
依
頼
し
、
綴
を
外
し
た
の
で
あ
る
。
や
や
特
殊
な
装
丁
で
は
あ

っ
た
が
、
糊
付
け
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
通
常
の
袋
綴
製
本
の
場
合
と
同
じ
作
業
で

解
体
で
き
た
こ
と
は
、
和
本
の
綴
糸
は
消
耗
品
で
あ
り
、
綴
じ
直
し
や
改
装
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
和
本
の

常
態
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

本
書
の
紙
背
文
書
約
五
〇
〇
点
の
内
訳
は
、
薬
な
ど
の
包
紙
が
約
一
一
〇
点
、
詠
草
や
懐
紙
の
草
案
な

ど
が
約
一
〇
〇
点
、
長
孝
宛
の
書
状
な
い
し
は
長
孝
書
状
の
下
書
き
が
約
二
五
〇
点
で
あ
る
。 

 

薬
の
包
紙
と
は
、
「
蘇
生
丹
」
「
四
君
子
湯
」
な
ど
と
表
書
き
の
あ
る
も
の
で
、
「
和
中
湯
」
と
あ
る

包
紙
に
は
「
只
今
急
用
之
間
、
先
御
薬
加
減
い
た
し
進
申
候
。
下
血
に
も
腹
痛
に
も
此
薬
能
御
座
候
」
（
巻

六
の
三
三
丁
）
と
あ
る
の
で
、
医
者
の
処
方
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
誰
で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。

宛
先
は
ほ
と
ん
ど
が
「
か
め
や
四
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
孝
の
こ
と
。
長
孝
自
身
も
し
く
は

家
族
が
服
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
薬
以
外
に
金
額
の
み
が
記
さ
れ
た
包
紙
も
十
数
枚
見
ら
れ
る
の

は
、
あ
る
い
は
歌
の
添
削
指
導
に
対
す
る
礼
金
か
と
も
思
わ
れ
る
が
不
詳
。 

 

次
に
、
詠
草
や
懐
紙
の
草
案
で
は
、
た
と
え
ば
、
巻
十
五
の
第
十
四
丁
の
紙
背
は
長
孝
の
和
歌
詠
草
で

あ
る
。 

 

去
廾
日
兼
題                               

兼
友 

上 

 
 

寒
草 

＼
冬
が
れ
の
入
江
の
あ
し
の
霜
ゆ
き
に
お
ら
れ
ぬ
な
み
や
ほ
に
の
こ
る
ら
ん 

 

同
日
当
座 

 
 

寄
朝
恋 

＼
＼
す
き
ま
も
る
袖
の
日
影
に
ま
が
へ
て
も
も
の
お
も
ふ
ね
や
の
あ
け
の
な
み
だ
は 

＼
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
て
小
衾
ぬ
ぐ
も
お
し
幾
日
も
あ
れ
な
人
の
う
つ
り
香 

第
三
句
、
少
さ
ら
へ
て
き
こ
え
侍
。
さ
れ
ど
又
か
や
う
に
な
く
て
や
は
。
ぬ
ぎ
か
へ
に
し
な
ど
は
一
入
ゆ
う
に

き
こ
え
侍
。
置
所
ゆ
へ
に
や
。
兼
当
両
首
御
認
可
被
遣
候
。
珎
重
／
＼
。 

 

当
十
五
兼 
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雪
満
群
山 

＼
大
ひ
え
や
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
雲
の
上
に
白
雪
た
か
し
比
良
も
横
川
も 

降
つ
も
る
山
の
端
毎
に
な
が
め
て
も
又
ふ
た
つ
な
き
雪
の
月
か
げ 

下
句
、
ふ
と
き
こ
え
て
侍
。
相
拶
な
ど
の
五
も
じ
に
侍
ら
ば
さ
も
こ
そ
。
さ
れ
ど
、
雪
の
月
影
と
つ
ゞ
き
て
は

落
題
た
る
べ
き
に
や 

可
然
様
御
添
削
可
忝
候
。 

僻
案
之
四
墨
、
四
。
長
、
壱
。 

愚
案
未
調
候
。
何
共
有
が
た
き
題
に
て
候
。 

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 

歌
の
作
者
の
兼
友
と
は
長
孝
の
こ
と
。
署
名
の
下
に
「
上
（
た
て
ま
つ
る
）
」
と
あ
り
、
文
末
に
「
可
然

様
御
添
削
可
忝
候
」
と
あ
る
の
で
、
師
匠
に
対
し
て
自
ら
の
詠
歌
を
見
せ
添
削
・
合
点
を
依
頼
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
二
字
下
げ
で
少
し
小
さ
な
文
字
の
部
分
が
師
に
よ
る
評
語
。
長
孝
の
和
歌
の
師
と
し
て
は

〈 巻十五 十四丁 〉 
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飛
鳥
井
雅
章
と
松
永
貞
徳
の
名
が
挙
が
る
が
、
和
歌
に
直
接
添
削
が
施
さ
れ
て
い
な
い
点
、
評
語
に
「
両

首
御
認
可
被
遣
候
」
と
敬
語
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
添
削
者
は
貞
徳
の
可
能
性
が
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
長
孝
自
筆
の
添
削
・
合
点
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

 

次
に
、
紙
背
文
書
の
う
ち
最
も
分
量
の
多
い
長
孝
宛
書
状
か
ら
一
例
を
示
す
。
裏
端
書
に
は
「
餘
斎
」

「
長
好
様 

 

以
悦
」
と
あ
り
、
和
田
以
悦
の
書
状
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。 

 

猶
々
久
々
不
得
芳
意
御
物
遠
に
打
過
申
候
。
此
暦
大
□
よ
り
被
頼
便
候
間
伝
達
申
候
。
以
上
。 

先
度
者
早
々
御
参
賀
忝
存
候
。
他
適
不
得
芳
意
御
残
多
令
存
候
。
御
佳
作
数
首
珎
々
重
々
致
吟
興
候
。

愚
身
事
老
衰
、
い
づ
か
た
へ
も
不
罷
出
候
。
併
昨
今
之
内
可
致
参
賀
存
候
処
候
。
雨
天
老
足
難
叶
候

間
、
先
以
書
中
御
祝
申
納
候
。
廾
二
日
於
野
亭
会
執
行
申
候
。
若
御
隙
共
候
者
、
御
出
座
忝
存
候
。

い
つ
も
の
会
衆
に
御
座
候
。
将
亦
先
日
御
年
玉
二
種
、
別
而
致
賞
翫
御
心
入
忝
存
候
。
書
中
之
験
柄

杓
菓
子
一
袋
致
進
上
候
。
御
祝
義
之
寸
志
斗
候
。
恐
惶
謹
言 

 
 

正
月
十
三
日                                           

（
花
押
） 
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和
田
以
悦
は
長
孝
と
同
じ
く
貞
徳
門
下
の
歌
人
で
、
長
孝
よ
り
二
十
三
歳
の
年
長
で
あ
る
。
以
悦
は
貞
徳

か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
が
、
長
孝
も
そ
の
席
に
同
席
し
た
。
右
の
書
状
は
以
悦
の
自
筆
資
料
と
し
て
注

目
に
値
す
る
が
、
以
悦
が
餘
斎
の
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
書
状
の

内
容
は
、
新
年
の
挨
拶
と
歳
旦
詠
拝
見
の
御
礼
と
以
悦
亭
で
の
和
歌
会
へ
の
出
席
の
誘
い
で
あ
る
。
特
段

特
別
な
内
容
の
書
状
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
一
通
一
通
の
書
状
の
集
積
に
よ
っ
て
長
孝
た
ち
の

日
常
の
生
活
の
一
齣
一
齣
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
、
引
い
て
は
京
都
の
町
衆
で
あ
る
長
孝
の
、
も
の
の
考

え
方
、
感
じ
方
を
知
る
よ
す
が
と
な
ろ
う
。 

 

以
上
僅
か
二
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
紙
背
文
書
の
持
つ
意
義
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
も
と
よ
り
、

紙
背
文
書
中
に
見
え
る
人
物
名
な
ど
の
情
報
が
、
表
側
の
和
歌
の
解
釈
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
に
も
な
る
。

墨
の
裏
写
り
が
激
し
い
本
書
の
場
合
、
表
と
裏
と
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
に
よ
り
読
み
取
れ
る
文
字
も
ま
た

少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
紙
背
文
書
の
閲
覧
・
解
読
に
際
し
て
高
配
を
賜
っ
た
佐
藤
敏
江
大
阪
資
料
・
古

典
籍
課
長
は
じ
め
中
之
島
図
書
館
各
位
に
深
謝
致
し
ま
す
。 

 


